
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AR-Keyboard はタッチパネルモニター対応のソフトキーボードです 

キーボードが無くてもタッチパネルモニターから文字の入力が行えます 

入力シーンに合わせ 4 種類のタイプを用意しました 

文字入力は 50 音順、ABC のキー配列で、誰でも簡単に文字入力が行えます 

デザインおよびキー配列のカスタマイズが出来ます 

 

 

 



 

AR-Keyboardの特長 

■AR-Keyboardは、画面のキーをタッチすることで、文字入力を可能にするソフトキーボードです。 

常にデスクトップの最前面に表示され、他のウィンドウの裏に回ることが無く、ワンタッチで入力が可能です。

また、最前面にいながら、キーボードの操作で、他のウィンドウのフォーカスを奪うことが無くフォーカスを

見失う心配がありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■キーボードを自動表示します。 

入力が不要の場合は閉じるボタンで非表示にすることができ、新たな入力ウィンドウ表示で自動表示されます。 

自動表示対象のウィンドウはアプリケーション単位に設定が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【閉じるボタン】操作で 

キーボードを非表示にします。 

登録したアプリがアクティブになる

と表示されます。 

 

 

 

 

  非表示 

 

 
 



 

■キーボードタイプを、４種類用意しました。 

入力シーンに合わせ、簡易数値タイプ、テンキータイプ、簡易入力タイプ（縦）簡易入力タイプ（横）の４種

類を用意しました。 

切り替えは、デザインを損なうことなく、ボタン操作で簡単に切り替えが出来ます。 

また設定により、キーボードタイプを固定することも出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【ボード切替ボタン】操作でキーボードタイプを切り替えます。 

  



■キーボードタイプ毎にデザインの変更が出来ます。 

キーボードタイプ毎に複数のデザイン登録が可能になっており、ボタン操作で簡単に切り替えが出来ます。 

キー押下時のサウンドもデザインに合わせてキー毎に設定可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【パッド切替ボタン】操作でキーボードのデザインを切り替えます。 

   （画像は、５を押下した時のイメージです。） 

 

■デザインのカスタマイズが可能です。 

お気に入りの画像に差し替えたり、画像表示やフォントのデザインについてもカスタマイズが出来ます。 

画像とフォントの設定を別々に管理するので、文字数分の画像を作成する必要がありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定の記述は、Microsoft 社の XAML 言語を使用しています。 

（※カスタマイズには、画像およびサウンドのファイルをお客様にご用意いただく必要があります。） 

   

 

[設定例] 

ポップキーの設定ファイルの値を以下に変更した場合。 

・画像を 1.5倍、傾き 20度 

・フォント色を白～ピンクのグラデーション 

★以下設定値 

<ScaleTransform ScaleX="1.5" ScaleY="1.5"/> 

<RotateTransform Angle="20"/> 

<GradientStop Color="#FFFFFFFF" Offset="0" /> 

<GradientStop Color="#FFFF33FF" Offset="1" /> 

(設定抜粋) 
 



■キーボードの透過表示が可能です。 

キーボード全体または、背景のみを、設定により透過表示する事が可能です。 

          

[通常表示]                       [背景透過表示]   

 

[全体透過表示]   

 

■ユーザー独自のプログラムから、キーボード制御を可能にしました。 

Win32Api の PostMessage 機能を使用して、外部からメッセージを受信することで、 

キーボードの状態を制御する仕組みを設けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【操作一覧】 

操作 内容 

終了 キーボードを終了します 

表示 非表示中のキーボードを表示します 

非表示 表示中のキーボードを非表示にします 

キーボード種類の変更 表示されたキーボードの種類を変更します 

キーボードデザインの変更 表示されたキーボードのデザインを変更します 

ボタン押下音量変更 ボタン押下時の音量を変更します 

キーボード全体の透明度変更 表示されたキーボード全体の透明度を変更します 

背景透明度変更 表示されたキーボード背景の透明度を変更します 

表示位置変更 表示されたキーボードの表示位置を変更します 

   （※ キーボードから外部アプリへ状態を通知する機能はありません。） 



■テキストファイルによる詳細設定管理 

キーの配置順や、入力文字の値などの詳細設定をテキストファイル（XML 形式）で管理しており、 

容易に変更が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■動作環境 

・OS  ・・・ Windows7／VISTA／XP（SP2） ３２Bitのみ 

        （Microsoft社 .NET Framework ３．５ ＳＰ１以降） 

・メモリ ・・・・・・・・ ７０ＭＢ以上（登録するキーボードパターンの数に依ります。） 

・ＩＭＥ ・・・・・・・・・ MS-IMEにて動作 MS-IME２００７を推奨 

・画面サイズ ・・・ 1280 × 800 以上を推奨 

・サウンド・・・・・・・ Windows Media Player11以降 

 

■注意・制限事項 

・日本語変換ソフトは、MS-IMEの日本語変換ソフトに対応しています。 

・WindowsXPでは、IMEのテキストサービスをオフにして使用してください。 

・利用前に OSの入力モードを「かな入力モード」に指定する必要があります。 

・文字入力について、多くのアプリケーションで入力テストを行っておりますが、 

 すべてのアプリケーションへの文字入力を保障するものではありません。予めご了承ください。 

・動作環境によっては、画像表示、ボタン押下音に支障が出る場合があります。 

・製品の仕様は予告なく変更することがあります。 

・６４Bit OSでは、動作しません。 

 

     定価 ３，０００円 
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